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新事業に
チャレンジしたい

こんな人に！ こんな人に！ こんな人に！

生産ラインを
増強したい

サービスの質を
高めたい

全国１０社のクリーニング店が共同で
２４時間３６５日の店舗併設受付ボッ
クスの設置・自動引取システムを構
築。顧客の待ち時間が短縮され、２４
時間利用が可能に。また、顧客データ
を店舗間で共有し引っ越し時の顧客
維持・営業力強化が可能に。

金属加工等を行う企業同士で顧客の引
き合い・作業進捗・設計情報（CAD/CAM
データ）を共有し、顧客へ迅速に見積り・
納期を通知するシステムを構築。これ
により、作業進捗の「見える化」や、設
計時間の短縮等が実現し、顧客の引
き合い増加及びコスト圧縮が可能に。

漁業関係者と冷凍食品製造業者が
連携し、水揚げ直後の釡茹でいりこ
を冷凍流通網で管理するトレーサビ
リティシステムを構築。地元特産品の
付加価値を高めると共に、食品衛生
管理基準に対応し、大手外食チェー
ンや海外への販路開拓を可能に。

宿泊・飲食事業などを行う旅館に
て、補助金を活用し、外国語版Web
サイトや営業ツールを作成。また、ピ
クトグラムの活用や、ムスリム対応
情報を発信した結果、問い合わせ件
数の倍増、海外客の団体旅行予約
も2割程度増加。

成功事例

ブランド力を
高めたい

商品を
宣伝したい

ホームページを
開設したい

OEM生産と自社製品販売を行う木
工所で、利益率を高めるべく、自社製
品販売を強化。補助金を活用し、新商
品の開発と、自社ブランドロゴマーク
を作成。事業終了後の１ヶ月で26万
円の受注につながるなど、自社製品
の比率が４％高まり、利益率も向上。

そば屋の販路拡大のため、補助金を
活用して「インバウンド向けの英語表
記メニュー」や「のぼり」を作成。また、
そば粉の製粉に使用する機械を一
新。そば粉の前処理の安定化及び時
間短縮となり、繁忙期の売切れなどを
回避。2か月間で売上が30万円増加。

成功事例

ITで経営状況を
「見える化」したい

ITで業務を
自動化したい

ITで働き方を
改革したい

成功事例

2019年5月27日時点
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事務業務担当の変更や後継者問題
など、長年の勘から脱却するべく、補
助金を活用して販売管理システムを
導入。売上の多い得意先の需要予測
や仕入れ単価の推移の見える化を
行い、売上が増加した。

補助金を活用し、勤怠管理ツールを
導入。タイムカードと給与管理システ
ムを連動させることで、入力・集計作
業が毎月10時間ほど短縮。社内規定
の見直しなども行い、更なる社員の
モチベーションアップにつながった。

これまで紙で管理していた業務日誌
等を、ITツールで管理することで転
記のための手間や転記ミスがなく
なった。

売り上げを
伸ばしたい

人手不足で
困っている

効率を
上げたい
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事業完了報告
の確認後、
補助金支払い

ものづくり補助金 IT導入補助金小規模事業者持続化補助金

Q&A

問い合わせ

お近くの金融機関や商工会・商工会
議所等の認定経営革新等支援機関
にご相談ください。

Q.一社での申請は可能ですか？

A.現在公募中のものについては、二
社以上で連携体を組んで申請い
ただくこととなります。

申請を支援する人・機関

公募期間：6月24日まで

支援機関  活動状況

全国中央会　ものづくり公募

Q.設備等はいつ導入すればいいですか？

A.補助事業に採択され、交付決定が
された後、設備を発注いただくこ
ととなります。

Q.補助金はいつ支払われるのですか？

A.補助事業終了後、事務局による検
査が終了した後、補助金が支払わ
れます。

Q&A

問い合わせ

お近くの商工会・商工会議所にご相
談ください。

Q.持続化補助金に申請するには商
工会・商工会議所の会員である必
要がありますか？
A.会員・非会員問わず申請すること
ができます。

申請を支援する人・機関

Q.小規模事業者の範囲は？
A.常時使用する従業員の数が原則
5名以下（ 製造業・建設業等は20
名以下）です。

Q.申請にあたってはどのような書類を
提出する必要がありますか？
A.今後の経営計画や補助事業の計
画書等が必要です。

Q&A

今後ホームページ上で掲載されるIT導
入支援事業者（ITベンダー）

4月15日以降
登録開始

Q.すでに導入したITツールでも補助
金がもらえますか？

A.補助金は公募・審査・採択/交付
決定を受けて、ITツールの契約・
導入となります。すでに入れてい
るITツールについては補助対象と
なりません。

申請を支援する人・機関

Q.平成30年度補正で対象になるIT
ツールは何ですか？

A.補助金HP上で公表しているIT
ツールが対象となります。セルフ
オーダーシステムやRPAなどのIT
による業務連携を支援します。

商工会所管地域の小規模事業者の方
問い合わせ

補助金のスケジュール

※申請する補助金によって時期が異なりますので、詳細はHPを参照してください

100～2,000万円＋α※補助率：最大２/３
※最大 ２００万円×連携体参加者数

新製品や新サービスの提供のための
機械設備購入やシステム構築など

補助金内容

～50万円　補助率：2/3
※共同申請可（補助上限額×事業者数）

HP作成、決済・会計ツール、外国人
対応ツール（翻訳ツール）など

補助金内容

40万円～450万円　補助率：１/２

バックオフィス効率化のためのIT
ツール導入

補助金内容

商工会検索商工会

商工会議所検索商工会議所

IT導入補助金持続化補助金　商工会議所

サービス等生産性向上
IT導入支援事業事務局

お問い合わせ

全国中小企業団体中央会
各ブロックの地域事務局

商工会議所管轄地域の小規模事業者の方

持続化補助金　中小機構

公募期間：6月12日まで

日本商工会議所
持続化補助金事務局

独立行政法人
中小企業基盤整備機構
一次締切：6月28日まで
二次締切：7月31日まで

類型Ａ：6月12日まで
類型Ｂ：6月28日まで

一次公募期間


